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2. 調査 

2.1 調査概要 

矢木沢ダム(昭和 42 年 10 月管理移行)の堤体下流面クラックは、昭和 46 年に確認

され、昭和 53 年から調査･観察が実施されている。これらのクラックはいずれも 20cm

以下の浅いもので、堤体の安全性には影響を及ぼさないことが確認されている。しか

し、劣化防止の観点から浸透性防水材の塗布による補修等を検討中である。 

これまでに実施された調査項目は表 2.1 に示すとおりである。その内容と結果は表

2.2～4に示すとおりである。また、近年の定点観測位置は図 2.1に示すとおりである。 

ここでは、クラック状況調査、ダムの安全性への影響照査、および原因調査に

ついて以下に記す。 

 
表 2.1 これまでの調査･解析項目 
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表 2.2 調査内容および結果概要表（1） 
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表 2.3 調査内容および結果概要表（2） 
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